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研究成果の概要（和文）：　本研究は、歴史史料を対象に、文書構造や歴史的記述方法に着目し設計された英日全文連
携検索システムを開発し、インターネット上に公開することにより、歴史学研究を援用し、さらに、国際的なコラボレ
ーションを促進する研究である。さらに、構築した地図・地名辞書データベースの拡張を行い、日本古典史料の英日全
文連携検索システムとの連携化を実現する

研究成果の概要（英文）： The present study is a research that invokes the historical science research by 
paying attention to the document structure and the method of a historical description for the history 
historical materials, developing the search engine for the designed English-Japanese full text, and 
opening it to the public on the Internet, and promotes an international collaboration in addition. 
Finally, it aims at digitalizing and making of 36 Japanese classics document volumes a data base.
 Moreover A place name is an indispensable keyword to record any activity concerned with the place. To 
reconstruct the route of an explorer of the past, we must find place names from the record. With the 
lapse of time, not a few place names have changed slightly in spelling or even to drastically different 
names. Phonetic spelling in non-Roman script region may be the reason that early explorers left many 
varieties of spelling for the same place.

研究分野：応用情報学
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１． 研究開始当初の背景 
 目標としていた 36 文献のうち、約 20 文献
の日本古典文献のデジタル化とデータベー
ス化が実現している状況であった。最終的に
は、日本古典文献 36 巻のデジタル化とデー
タベース化を目標にしている。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、歴史史料を対象に、文書構造や
歴史的記述方法に着目し設計された英日全
文連携検索システムを開発し、インターネッ
ト上に公開することにより、歴史学研究を援
用し、さらに、国際的なコラボレーションを
促進する研究である。最終的には、日本古典
文献 36 巻のデジタル化とデータベース化を
目標にしている。また、文献情報と古典史料
を取り扱うとき重要な地理情報との連携化
を開発する。レイヤー構造を持つ古地図と現
在のデジタル化された標高地図を用い、現存
する何百もの地理的、歴史的データを挿入し
ていく計画である。これにより、研究者は、
あらゆる文献に記されたすべての事象、たと
えば神社の空間的、時間的な設定を、瞬時に
同じ画面上に参照可能になる。さらに、現在、
構築した地図・地名辞書データベースの拡張
を行い、その時空間情報処理システムと日本
古典史料の英日全文連携検索システムとの
連携化を実現する。 
 
３．研究の方法 
研究目標を達成するため、25 年度と 26 年
度以降に具体的な目標を決めて研究を進め
る。25 年度は、日本古典史料の文書構造と歴
史的記述方法に着目した検索手法を開発し、
各文献に対して、文書構造や相互関連から有
効で効率的な検索を可能にするXMLのタグ付
けを定義する。具体的な構築データベースと
して、Harima Fudoki (播磨風土記)、Bungo 
Fudoki (豊後風土記)、Hizen Fudoki (肥前
風土記)、Hitachi Fudoki (常陸風土記)、
Shinron(新論) 、Nittō guhō junrei gyōki
（入唐求法巡礼行記）等を予定している。ま
た、歴史的データと時間軸（年代）を設定可
能な地理情報システム(GIS)との連携化を開
発し、その基盤であるデジタル地名辞書の拡
張（江戸時代のデジタル地名辞書の構築）を
行う。26 年度以降は、対象文献を増やすと共
に、歴史的データと時間軸（年代）を設定可
能な地理情報システム(GIS)との連携化を開
発する。 
 
４．研究成果 
(1) 具体的な構築データベースとして、
Harima Fudoki (播磨風土記)、Bungo Fudoki 
(豊後風土記)、Hizen Fudoki (肥前風土記)、
Hitachi Fudoki (常陸風土記)のディジタル
情報化、日本文献と英訳本の XML タグ付け、

英日文献の連携検索システムの構築を実現
した。 
 
(2) Shinron(新論) 、Ryusi^Shinron(柳氏新
論)、Nittō guhō junrei gyōki（入唐求法巡
礼行記）の d時事たる情報化、日本文献と英
訳本の XML タグ付け、英日文献の連携検索シ
ステムの構築を実現した。 
 
(3) 旧 高 旧 領 取 調 (Kyuko-Kyuryo 
Torishirabecho)の緯度・経度を格納し、デ
ィジタル地名辞書を拡張した。 
 
(4) 廻 国供養塔データベース (Kaikoku 
Kuyoto Database (Stone Monuments))の緯
度・経度を格納し、ディジタル地名辞書を拡
張した。 
 
(5) ６ ６ 部 廻 国 の 寺 社 (Rokujurokubu 
Kaikoku (Shrines and Temples))の緯度・経
度を格納し、ディジタル地名辞書を拡張した
(総計：499,574 の地名)。 
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